
                               

ハッカソン仙台 2019 の開催報告                

               

１．開催概要 

以下の通りハッカソンを開催いたしました。 

（１） 名称（テーマ）：ハッカソン仙台「いいとこ発見、発信ハッカソン」 

～ICT で創る仙台の魅力～ 

（２） 開催期日：令和元年 9 月 7 日（土） 10:30-18:00 

     令和元年 9 月 8 日（日）  9:30-18:00 

（３） 開催場所：東北大学 片平南キャンパス内 電気通信研究所本館 6 階大会議室 

（４） 参加者：社会人 12 名、大学生・高専生・専門学校生・大学院生 9 名（計 21 名） 

（５） 参加費：無料 

（６） ファシリテーター：㈱ギブリー 村上友章氏、情報通信研究機構 横山輝明主任研究員 

（７） 募集方法：主催者 HP、大学や協力団体への周知依頼による募集、メールによる受付。 

（８） 開催概要：「いいとこ発見、発信ハッカソン」～ICT で創る仙台の魅力～をテーマに市民や観

光客に観光都市、買い物都市、生産都市、生活都市、防災環境都市としての仙台都市圏の魅

力を発見・再発見してもらうため、その魅力を ICT で創り発信するハッカソンを開催した。

また、このハッカソンを通じて、地域課題の発掘やその ICT 技術による課題解決力のある人

材の育成に寄与することを目指した。有識者 7 名による講演と基調講演の後、参加者による

アイデアを投票により絞り込み、参加者同士で５つのチームを結成し、各チームがプロトタ

イプの開発を進めた。この間、多くのメンターからのサポートも受けながら、路面凍結を Web

カメラ画像から検知・解析しアイスバーン状況をボットで通知する「スベラセン」や、「芋煮」

において、食材を無駄にしない・おすそ分けをしたい・芋煮が欲しい・あげたい人達をマッ

チンングする「のこめし（残った飯には福がある）」などのプロトタイプを創出した。各発表

の際に審査員から鋭い質問や実現に向けてのアドバイス等があり、盛況であった。 

（９）  主催者 ：国立研究開発法人情報通信研究機構、国立大学法人東北大学 

（１０） 後援：総務省東北総合通信局、宮城県、仙台市 

（１１） 協力：一般財団法人石田實記念財団、一般社団法人宮城県情報サービス産業協会

（MISA）、一般社団法人マシンインテリジェンス研究会（MITOOS）、一般社団法人 Code for 

SENDAI、株式会社ギブリー、株式会社オプティム（OPTiM）、株式会社セキュアサイクル 

 

 

２．タイムスケジュール 

9 月 7 日（土） 

時間 内容 備考 

１０:００ 開場・参加者受付  

１０:３０ 開会式  

１０:４５ 参加者自己紹介  



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  9 月 8 日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ハッカソン仙台模様 

    

          開会式                    基調講演 

１１:０５ 講演  

１２:１５ アイデアソン  

１４:３０ ランチ  

１５:３０ アイデアソン＋ハッカソン  

１７:３０ 進捗共有会  

１８:００ 1 日目終了、自由時間 数組 作業継続 

２１:００ 閉場  

時間 内容 備考 

９：００ 開場  

９：３０ 開会  

９：４０ ハッカソン再開・開発  

１２:００ この頃 適宜ランチ  

 ハッカソン  

１５:００ Code Freeze! 休息・会場設営  

１５:１５ 発表ガイダンス  

１５:２５ 発表  

１６:２５ 休憩（審査時間）  

１６:４０ 結果発表・集合写真撮影  

１７:１０ 懇親会  

１８:００ 閉会  



 

    
      アイデアソン                    ハッカソン 

 

    
       ハッカソン                   発表審査  

 

    

        受賞式                    集合写真 

 

 

 

 



４．審査結果 

審査委員として矢島敬雅東北大学理事、塩入諭ヨッタインフォマティックス研究センター長、徳

田英幸情報通信研究機構理事長、鈴木陽一耐災害 ICT 研究センター長、及びゲスト審査委員として

MISA から小泉勝志郎氏と OPTiM の山下隆敏執行役員が審査を行い以下の通り表彰した。 

チーム及び作品（プロトタイプ）一覧 

    賞 作品（プロトタイプ） チーム名 

東北大学賞 スベラセン スベラソン仙台 

NICT 賞 のこめし（残った飯には福がある） ビギナーズ（いも） 

MISA 賞 伊達なベビーカー おっさんずらず 

OPTiM 賞 TAMRo アベマふれっしゅ 

いいとこ発見発信賞 ふるわーく Glasses  

 

伊達なベビーカーではチームに女性がいないのに女性目線の開発を行っていて感心されていた（実はメ

ンターの女性陣の貢献大）。TAMRo は若い人たちがやりたいと思うことを作り形にした。ふるわーくは

仙台の地元に若者が残らないと言う仙台ならではの問題に対応し将来の可能性もある。等々、の声が聞

かれた。また、運営側の急造チームによるこりゃいーわな！が笑いを誘った。 

  

■ 本件に関する問合わせ先 

 NICT 耐災害 ICT 研究センター  NICT 戦略的プログラムオフィス 

  TEL：022-713-7511       TEL：042-327-5894 


